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式でいくのか？図形的に考えるのか？ 図形的に着想する考え方と、実数の話にして鐗演習
鵰黷が
磁硫

式でいーーく → 2 = X + y i ( x . A E R）として
実数の世界でゴリゴリ考える.

考え方のーー図形的に着想する
↳ 人（に1-2+2）+i(Haiti）が0...D
2のまま、共役や絶対値など キ0の実数 キ0の実数
考えながら変形. → itを（実数）××で表せる。

図形的に考える →複素数平面上で
☆験が必数要|初等幾何的に

「でもかは複素数平面上で一直線、
とらえる.

られるので、立式が：※^※

!

：
聻竹

☆ 図形的に考えることができると、処理が
効率化されることが多いので、まずは試したい、

z・ というイメージ



→ で I = k × （KER）とおけば、くにには1だし、与方程式に入れて
< ⇒ （1<+2）（kが+1）x=0 なるべくに求められそう！→に

𦥯、！！！！！！？！？！？シン
プルに

① より I I - _ - I i d a となるので、 k K I T I = 0 - 3 0 又 は

X = 0 . . . の
正の実ーー数kを用いて i t-_-kxと表せる。
ここで、 1でも1- _ - に 1 なので ②のとき、 i I = - 2 の

前Pの図形的に理解したいが、 < ⇒ I = 2 は
l i z F ( i E）（iz） < ⇒ 2、-_-2in...か となる。

-

が
爀
匇に 1 = KH と表せる。 （ i k>o） のとき、 k=一

!

2（は1=0←→x=0は③を

満たさない）
→ 代入パーツはそろった. であり、 i I=一で2=一も

このときDは .
x ( K kit2）+121が+1）kx=O <⇒ E=が

"

Zijeicなる.



⑨ のとき i I = 0 考え方のーー実数の世界でコツ押す
⇐> 2---_-0 となるが、

d = a t bi(a.he収）に0のときZ=0となることは、

"

に吸収される。|
z=c+d i ( c ,d EIR） とおく。このとき
以上より、 Dを満たす複素数では 与えられた方程式に代入して.

た が で 一
秈"""
"""'""

ただし Z-_-で はXキ0の場合のみ →複素数の相等条件で2つ式が立つ.
→ それで C . d e a.hで表せばOKそう .満たす。x

|複
素数
橳
䚡、
｛a(
Et

d'+2）td（294262+1）=0.. .⑤

b(Etd't）+c（2942で+1）=0 - 60

→ 共通するものが多くて、
代入法で考えていけそう.



5○について、
（i) a = oのとき、

くー""「2=-d' Z = C = - f =
一で はキ0のとき） 又は、

としたいので場合分け |z=
c = - z h = 2 は - _ - 2な と表せる。」d（2で+2で+1）=0

2It2で+1 キ 0 より d = 0 （ i i ) a t Oのとき、 ⑤より

このとき⑥について、
E t d2+2=-G（2で+2で+1）

h(Et2） + c（2で+1）=0
→ Cをhで表したい の で これを⑥に代入して
Cについて整理 f

!

tc）（sitが+1）=0

⇐> h i t （2で+1）c+ 2 で 0
2942で+1キ0より、 C=Gd...⑦

⇐> （bc+1）（c+2b）=0 s必要条件

咷一
一旬

が 灬 、
a (e t d'+2）+d （29年2で+1）=0C =一 2 b

ここで、 Z = C . d = h i なので、
→dをa.luで表したいので「

dについて整理



a t 0のもとで .
. . i i e - i(a-e i）=b t a iT T

⑧

"

a t

Y年d年2）tad12942で+7=0 ひっくり返る.

-.-で
⇐> （a'th)It a（2で+2で+1）d+2aた。

（イ
）

d-_-29の一とき、
↳ （late)dta）（d+29）=0

⑦ より C = - 2 h

⇒ |d=一赤
い

又は よって Z = c + d i
=-2（ht a i )d- . -29
- _ - →結局（i）と

同じ結果（ア） d-_- I T のとき、

⑦ より C=一。！、一

e e i

匇以
似珈
複素
数は

2 .=-2は、一でーーよってZ=c+d i
\ \ <

ただし Z-_-で はXキ0の場合のみ

が " 満たす。y


